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図2　寿命試験結果のワイブル
プロット

図1　試験ハウジング
（単位：mm）
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　転がり軸受に外部から荷重が加わると，軸受内部
では各々の転動体が荷重を分担して支持します。多
くの用途では，軸受軌道輪の変形により転動体荷重
分布が変化して軸受寿命に影響する可能性がありま
す。そこで，軸受に異なる荷重分布を与える，ハウ
ジングと外輪の接触条件下で荷重分布が軸受寿命に
及ぼす影響について理論的に調べ，実験により検証
しました。まず新しく開発した荷重分布測定方法を
用いて，軸受に加わる荷重が同じであっても，外輪
とハウジングの接触状態が荷重分布に影響すること
を示し，軸受寿命に及ぼす荷重分布の影響を理論寿
命計算によって調べました。次に，圧痕を付与した

軸受を用いて，異なる荷重分布下で寿命試験を行い，軸受
寿命は荷重分布の影響を大きく受けることを実証しました
（図1，2）。
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